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論文内容要旨
 ゴb量
目泉
 踵骨の距骨関節面は距踵舟関節を構成する前関節面と中関節面,距骨下関節を構成する後関節
 面からなり,関節面の数や形態に多様性があることが以前から指摘されてきた。しかし,この関
 節面における形態変異の形態学的意義や機能的意義については不明な点が多い。この問題を明ら
 かにするために,距骨関節面の分類や出現頻度等を調査する研究が古くから行われてきた。これ
 らの先行研究をみると,踵骨の距骨関節面の形態変異に関する研究には二つの流れがある。ひと
 つは距骨関節面の形態変異を主として遺伝的因子によって決定される“形態小変異"とみなす立
 場で,もうひとつは関節面の形態変異が機能的な違いと対応すると主張する立場である。
目的
 本研究は,踵骨の距骨関節面の形態変異を,機能的意義をほとんど有しない“形態小変異"と
 みなすべきなのか,この変異に少なからず機能的な意義があるのかを明らかにするために企画さ
 れたもので,次のように二部構成からなる。
 第1部は,現代日本人資料を用いた基礎形態学的研究であり,第H部は,時代・地域を異にす
 る日本列島諸集団の踵骨資料を用いて,時代差・地域差などを論じる人類学的研究である。
 第1部
 【資料・方法】左右の踵骨と距骨が存在し,年齢・性別が明らかな現代日本人の骨格標本351
 体702側(男性194体388側,女性157体314側)を用いた。踵骨の距骨関節面形態をSingle
FacetType,ContinuousType,DemarcatedType,SeparateType,NoAnteriorFacetType
 の5型に分類した。このように分類された踵骨の関節面について,左右の連関,左右差,性差,
 年齢差,および距骨の踵骨関節面との対応を調査し,併せて前・中関節面の基本計測を行った。
 【結果・考察】1)出現パタンに強い左右の連関が認められた;2)出現頻度に左右差はみられ
 なかった;3)出現頻度の性差には5%水準で有意差が認められた;4)出現頻度に年齢差はみら
 れなかった;5)踵骨と距骨の関節面形態は各分類型でほぼ一対一の対応関係を示した;6)前・
 中距骨関節面はContinuousTypeで浅く,DemarcatedType,SeparateTypeの順に深くな
 るという所見が得られた。
 これらの結果に先行論文の知見を踏まえると,踵骨の距骨関節面の形態変異が遺伝的背景の濃
 い“形態小変異"のひとつであるとしても,その機能的側面を無視することができないことが示
 唆された。
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 第H部
 【資料・方法1縄文人とその直系の子孫と考えられている北海道アイヌ,渡来系弥生人とその
 主要後継集団である現代本土日本人の4集団について出身地・出土遺跡が明確な踵骨資料を用い
 た(現代日本人834例,縄文人422例,弥生人190例,北海道アイヌ94例)。本研究の第1部で
 定義した踵骨の距骨関節面の5型分類を,さらに前・中関節面が連続する型(Continuous/De-
 marcatedType)と分離する型(SeparateType)に分類し直して出現頻度を調べた。調査に
 あたり,標本数を大きくする必要があることや,第H部で用いた資料では全ての集団に性差がみ
 られなかったことから,各集団の男女左右を一括して集計した。検討項目は,日本列島諸集団の
 集団間比較,現代日本人と縄文人それぞれの地域差,縄文人の地域集団と北海道アイヌ,弥生人,
 現代日本人との比較とした。
 【結果・考察】1)現代日本人におけるSeparateTypeの出現頻度は35%～40%で,地域差
 はみられなかった;2)縄文人全体におけるSeparateTypeの出現頻度は28%程度であったが,
 著しい地域差がみられ,北海道・東北で低く(18.1%),関東以西で高率であった(33.i%～37.6
 %);3)SeparateTypeの出現頻度は北海道アイヌ(10.6%)と北海道・東北縄文人(18.1%)
 の聞に有意差がなく,弥生人(33.7%),現代日本人(37.4%)と関東以西の縄文人(33.1%～37.6%)
 の間にも有意差がなかった。
 このような所見から判断すると,踵骨の距骨関節面にみられる形態変異は,遺伝的背景の濃い
 “形態小変異"のひとつとみなされるよりも,生業の違いによってもたらされる足の機能的多様
 性に強く影響された形質であると考えられた。
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 審査結果の要旨
 踵骨の距骨関節面は距踵舟関節を構成する前関節面と中関節面,距骨下関節を構成する後関節
 面からなり,関節面の数や形態に多様性がみられる。しかし,それらの形態変異が如何なる形態
 学的あるいは機能的意義を有しているか,不明な点が多い。古くから距骨関節面の分類や出現頻
 度等の調査研究が行われてきて,それらは,遺伝的因子によって決定される“形態小変異"とみ
 なす立場と,機能的な違いと対応するとする立場の2つに別けられる。本研究は,いずれが主因
 であるかを明らかにしょうとしたもので,2部からなる。
 第1部は現代日本人資料を用いた基礎形態学的研究であり,年齢・性別が明らかな現代日本人
 の骨格標本351体702側を用いた。踵骨の距骨関節面形態をSingleFacetType,Conthluous
 Type,DemarcatedType,SeparateType,NoAnteriorFacetTypeの5型に分類して,解
 析した。その結果,①出現パタンに強い左右の連関が認められた。②出現頻度に左右差はみら
 れなかった。③出現頻度の性差は有意であった。④出現頻度に年齢差はみられなかった。⑤踵
 骨と距骨の関節面形態は各分類型でほぼ一対一の対応関係を示した。⑥前・中距骨関節面は
 ContinuousTypeで浅く,DemarcatedType,SeparateTypeの順に深くなっていた。先行論
 文の知見を踏まえると,これらの結果から,踵骨の距骨関節面の形態変異が遺伝的背景の濃い
 “形態小変異"の一つであるとしても,その機能的側面を無視することができないことが示唆さ
 れた。
 第且部は縄文人とその直系の子孫と考えられている北海道アイヌ,渡来系弥生人とその主要後
 継集団である現代本土日本人の4集団について出身地・出土遺跡が明確な踵骨資料を用いた(現
 代日本人834例,縄文人422例,弥生人190例,北海道アイヌ94例)。第1部の5型分類を前・
 中関節面が連続する型(Continuous/DemarcatedType)と分離する型(SeparateType)に
 分類し直して解析した。その結果,①現代日本人におけるSeparateTypeの出現頻度は地域差
 がみられなかった。②縄文人全体におけるSeparateTypeの出現頻度は北海道・東北で低く,
 関東以西で高かった。③SeparateTypeの出現頻度は北海道アイヌと北海道・東北縄文人の間
 に,また弥生人,現代日本人と関東以西の縄文人の間にも有意差がなかった。
 以.上の知見より,踵骨の距骨関節面の形態変異は生業の違いによってもたらされる足の機能的
 多様性に強く影響された形質であると結論した。
 本論文は,2つの対立する学説のうち機能説に組みする豊富な資料と詳細な解析を提供するも
 のであり,斯学への学問的貢献は大きいものがある。よって,博士(医学)の学位論文として合
 格と認める。
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